
平成4年2月発行 ....... ＋ 報 第330号

（題字 小黒千足 学長）

第330号
（平成4年2月号）

企 富山大学公開講演会「南極と私」に熱弁を奪う星合国立極地研究所長

（平成4年1月29目黒田講堂）

一 1 -



平成4年2月発行 学

学 内 諸 報

. 平成4年 度大学入試 セ ン タ 一試験の実施… 3 

． 富山大学公開講演会「南極と私」

の実施…・…………・…・・・・…………………… 4 

． 平成3 年度在来生合宿研修（ スキー講

習会）の実施 ー・ー…………………………… 5 
． 恒例の寒中水泳大会の実施…・・……………・ 5 

． 次期附属図書館長 に工学部藤田教授を

再選－－－－－－－一一－－－ －…－－－ －－－－－－－－－－－－－…・・…・・・・ 6 

． 工学部宮下尚教授が資源エネルギー庁

長官表彰を受賞・・……・……ー・……………・ 6 

人 事 異 動…・…………・………・……………… 7

学 事

． 平成4年度富山大学入学志願者数が
確定－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－…－－－－－－－ －一一－－－－－－－－ 7 

． 平成4年 度人文学部推薦入学の合格者

発表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

関 係 法 令・…………・…・・…一一………………・ 9 

諸 会 議・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・－…－－－－－－…・・－－ 10 

（卜ピックス）
一新成人職 員 ， 決意も新たに．グー……………一－ 11 

- 2 -

報 第330号

学 内 規 則

． 富 山 大学学則の一部改正・・…・……・………・・ 12 

． 富 山 大学大学院学目ljの一部改正…………… 13 

． 富山大学学位規則の一部改正…...・H・－……・ 13 
． 富山大学において学位を授与された者

の学位名称、の使用に関する申合せ事項

の制定・…………ー…・ … …－ ………………・ 15 

． 富 山大学公開講座規則の一部改正………… 1 5 
叙 位・叙 勲…ー………・・…ー・…・……・…・……・・ 16 

海外渡航者……………・・…・……ー…・………… 16

計 報一－－－－－－－ －－－－－－－－－ －－ －－－－－－－－－－－－ －－一…. 16 

お 知 ら せ

． 海外渡航事務の簡素化についてー…………・ 17 
主 要 行 事………………ー……………・…… 17

。

コ

〈〉 ‘コ



平成4年2 ) J発1 J ム＂＂＂千 幸E 第330ザ

／ 受験シーズンの幕開けノ／〆
平成4年度大学入試センター試験の実施

一一 志願者数過去最高、 試験利用大学は国公私立計166大学一一

共通知一次学力試験に代わって3厄l自の大学入試セ

ンタ一試験が， Lるi n 11日（土）・12日（日）の｜山j日全

IEI一斉に行われましたσ 全II、！の志願者は472.098人で，

共通第一次学力：試験以米批も多い：l·:I＠者数となリまし

本＇.＇f：には4,792人の志願者ヵ、各学部及び教養部の6試

験場に別れて受！験し， 小rt.＼学長（実施本部長） の指揖

のもと約500人の教職員が試験に併わり， 無事終了し

ました。

た。

日山県内では， 6.272人の，ι原i（者が， 本学をはじめ

山山｜民十：｜来十｜大＂［：Jえび山山県立大学の3会場で受験し，

今年は， 例年になく好天に，也、まれ， 2 日間にわたり

8教刊の試験が予定どお1）行われました。 ：ィドザ：試験場

ていの受験：II\i比は、 次のとおりでした。

』試験教や｜

,uUUiiZll.\'11\J 
, .'.,: 11(( ri· ti;: 一一一 戸一一一ー一一一一
,): li/J1 ri·数

交験，r

“rU政教干｜

J式l抗日、�）＇ t日l
志願者数
受験者数

受 験ヰ〈

企 張り詰めた表情で正門から入構する受験生

1 }j 11日（士）

外1Ej iifr 数学（A) 数字（ B) 
l () : （）（）～lJ: 20 12:5（）～13: 50 14：・40～15:40

4,792人 4,792人 4,792人

4,585人 4,214人 4,031人

95.68% 87' 94% 84. 12% 

1 )J lUJ ( tl) 
:f�l千：l( B) [t[ 1三1宝rt 十士 三ヱエ》、

10:00～11:()() 12:30～13:50 14:40～15：・40

4,792人 4,792人 4,792人

1, 702人 4,485人 4,212人

35.32% 93. 59% 87.90% 

（注） 数学（A）：数学I， 数字：（ B）：数学II・工業数理簿記会計I ・II'

理利（A）：物理・地学， 理科（ B）：化学・理科I， 理科（ c）：生物

理平l-(A)

16:30～17:30 

4,792人

1, 711人

35.71% 

理科（C)

16:30～17:30 

4,792人

1,824人

38.06% 
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＞富山大学公開講演会イ
「南極と私」

一一国立極地研究所長

去る 1 月29日（水）黒田講堂において， 国立極地研究

所長昇合ギー男氏を講師に迎え， 富山大学公開講演会ヵ、

開催されました。（表紙写真．参！1\1）議出は， 6次にわた

り南極地域観測に隊長又は隊員として観測事業を手が

け られた 民合所長の山高 な体験から， 「＇＊I依とな」と

題して行われ， 教職員 . ＇－／：生をはじめ， 附属中学校生

徒jえび一般市民介わせて約500,f，の時、W（でホールはi�1：）民

の！なi)lとなりました。

講演に先立ち， 小県学長から， 民介所長との出会い，

そして， ：＃）·装なったH＼回議立で全学的なしかも一般市

民にも呼びかけた公開講演会は， 今凶初めての企画で

あり， これにふさわしい以介所長を講師にお迎えていき

たことは， 大変院しいとの挨拶がありました。

引き続き， 司会の場j思庶務課長から， 民合所長の主

なプロフィールが初介され， 講演が始まりました。

講演は， まず， 星合所長がなぜ南極に興味を持ち，

南極へ出掛けるようになったかに始まり， 南極のj毎の

;J<.が茶色に精色している原因を調査した結果， 氷の生

成のプロセスてい海水中のほi:.\iif（（が繁殖するメカニズム

が解明できたことを分かり易〈説明されました。

次いで＼ 日本のこれまでの30有余年にわたる南極観il!IJ

に係る気象， 地学， ：：Lt弘 Tl三離層など様々な厳しい

ド！？？長の探求ヵ、続けられている現況の概要， とりわけ，

. 現在の昭和基地
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に多数が聴講

星合孝男氏を迎えて 一一

1 ）南極の気候と寒さについて， 2）南艇の昼夜と生前の

リズムについて， 3）日本の観i!!IJ恭地（昭和北地・ みず

ほぷ地）における観il!IJ卒業について‘ 身lit�リ三f--tM I）を

交えての熱弁に，ii:1:j以の月·f.w.とが魅了され聴き・入ってい

ました。

リ｜き1吐き， 映世1j「j,y,j似」が1-.11リとさjし 1i持iii( 内容をlli
に日で(i'(fiかめることか、できました。 また， 出版に桟さ

れた あの「タロとジロ」の生存のルーツについて't't問

がでるなど， 南極観i!!IJの現状の認識と埋解を一｜・分泌め

る こ とができ， 約 2 時IHJ半の大変有，色義な公IHJ ,:,Y;:出会
となリました。

〔j枝子ト孝男所長の主なプロフィ ー ル〕

日目利132年3 }j 東北大学大’γ：院J�［学研’先刊（修I：；；引い)flまf

昭和32年5 )J 東北大’学兵f['.'}':{T［＼附属臨海実験所llhf

昭和40年3月 収北大’'.'f''.J�！.学部附属臨海実験所助教民

昭和40年4 )j IEL-'.d'l-11呼物館研究i l 
昭和48年9 J J It<! o：似JIJ!.(iff究！リi助教校

昭和51年6} J IEIι似地fill'究所教校

昭和60年5 ) J l1l-'.C\i6�地研究所{i>:111iiill·＇�＇.＇，�'i'\

昭和163年12} J IEI、〉：似地｛ill’先刈刈k

（現イ1に米る，）
なお，luJ氏は， iufi'f生物ザ：の村｛）成で， ll｛｛千1132年から

始まったH本のiHM�fi.llil!IJ『J•;. ;r;に， ｜；ぷ i iとして3）丸｜；ぷ

kとして3）主派j立され， jl] 艇におけるii）＼究生川の11止も

＇�＇..＇山な研究者の一人です。
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0 0 0 在来生合宿研修が開催される 0 0 0 
L一一一一一一一 志賀高原でスキー講習

今出で32[ij目を迎えるイ1：来生合宿研修が， 辻、る1月

6 f:l （月）から10日（金）までの4 i(J 5日の日刊で，

:L:!:"i高原フ守ナ平「di広れ」を耐として， 71名の学生が

参加して行われました。

この研修の目的は， スキーを通して自然のすばらし

さや厳しさを＇.＇f：び， !Jl律正しい集凶生活の体！肢を通じ

て協調性を養うこと， また， 学生聞及び学生 ・教職員

の恕誠によリコミュニケーンヨンをより官にし、 一層

·�＇.，！かな人IJ\J形成の助長に資することにあります。

～～円一’～町一-.J

この目的に治って， 貸のスキー講Plていは， 指i与者か

ら｜’i分のレベルに合った指導を受け， また， 夕食後に

は討治会や懇談が行われ， 学生1n1；立び教職員との交流

も枯艇がJに行われました。
. 晴天の講習の谷間に記念のスナップ

期間中は天候にも止、まれ， 参加者には充実した研修

となりました。

γ一一一一一一一一一一一一一一一一～～寸
<J降雪・薄氷のプールに水しぶきl一、

L～～～～…水泳部主催の寒中水泳大会～－ l 

今年初めての大’片となった去る1 J� 18日（土）， ·11 i例
の寒中水泳大会が本学ブールて千Iわれました。

今年で23凶日を迎え， 年目＇l！の伝統行＊ともいえる休

ft会水泳部主fH＼のこの大会に， 今回は谷古｜；から約100人

のヴ：＇I：カ、参加しました。

このH， ブールサイドの会"(ii,,'..は1 I丸 ；J<.il"'.3, 51主で，

·1；·カ、｜；年りしきるうえ， ；j( 1f1iにはiN氷カミリi、リつめる＇J）�さ

でしたが， lf,' Ill i,: I主・ 宇佐iil\Uくの激励とdi十j ’I＇／＼－・7J<.H(

;\:I；主将の倣（げき）を交け， 参）JI！＇＇／て！j:_
に11cび；�んでいきました《

思い思いの相好をした作；？｜；の代表者一ヵ、起�li•Jを説らし

たハフォーマンスを純リ広げ， 水しぶきをあげる姿に，

ブールを取りi叫んだ大勢の一般学生もlt,)i:んに）｛ f.J去を送

ゥていました。
. 文字どおり寒中となったこの日の大会

- 5 -
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次期附属図書館長に工学部藤田教授を再選

一一任期は平成4年2月20日から2年間一一

4年2 }·j 20日から2年！日j。

ifふ凹 'b.: JJll；付！民図書館

長の任期カ＼平成4年2

)-J 19日ていi1日j了することに

fl•', Lる1 M 17日(fr�）

開催の評議会において，

次WJ附属図書館館長候補
者の選 考が行われ， 附属

図書館尚議会から推的の

あった3 r，の本学教授の

うちから投誤により， 工

学部隊問 宏教授がよlj. J記
されました。 任期！は平成

！ふIll教肢は， I.I｛.＼和29年3 J-J ·1；.；山大学工’7：古｜；屯）＜t:L'/:

十｜を卒業， 昭和38年3 }j斤：山大＇.＇＇／：工学部JJ)J l·， 昭和41

年4 J.J I司�＇j市i)J韓日1!i, H百千1142年4 J.J I古j’＇.＇｛：日｜；助教段， Ill｛千II

49年4 H l<iJ教Jえ ；現イlに：ポっていますご

なお． このlt\J， 昭和58年6円から2年IHJ'D·；山大手：，H'

ii義以， 平成2年2円から？；’i山大小附胤l司書館長を↑Hf「ー

されています〔

i 九'-I”jは， ：ι）＜－＼機器’手：， 工学博士ー 市山県II＼＇.身。

なお， 泌を旧教校は， 2 WJ 日を迎えるに 際して， 次の

ように抱負をfir+っておられます。

今年度， オフライント9Zオ｛システムとしてC [)!WM 
ンステムの持入が予昨化されましたが， このシステ

ムの充実に加えて． 坑イ1:ift1'f·qiの’7’外テータベ ス

システムとの接続を完成させ， さらに’ ，1

べ一スシステムを｛i'((_)f；し’ オンライン十賞式1システム

が充尖するように努力したい。

また， {i｝＼究資料ばかりでなく， II.＼代に刈J，�；したお（

it資事｜のマルチメティア化を行i j立したい。

工学部宮下尚教授がエネルギー管理功績者として 一一

資源エネルギー斤長官表彰を受賞

企 山本資源エネルギー庁長官から表彰される

宮下向教授
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j午i''il；物＇｛＇(l：学十｜ （付事、｜』目立，：1·.1’γ：品／＇－Vi) ·1:·; ,,. f.＇，’j教1'1
カ＼よる1 JJ 31 H （令）刊’γ：Jtfil刊＇1'[ I �� i;O: fil；「f� 111 Iメ）

において， ‘，；＿ Jぷ：） irJ�：エネルギー？目；Jl\IJ}j �＇l'[fl·として，

j岨｜制作fl{ t句、すれh；（エネルキーl J'L＜日からぶ杉されました

\ii］教肢の研究分析は， fL;熱（物'ft特訓）促進機州．

熱交挽 フ ロ セス， 村 判熱処.fl！！.であり 、 熱 エ ネルギーに
おける字減税験者の立場から， 1�年にわたり北｜；荘地｝j

の企業の行エネルギー刈策の桁i与を枇け， エネルギ一

利朗技術の1l1Jj ·＿を｜刈リエネルキーすがIi；（のイl効干IJ川に；�f

与してきたことがi向く.iHrtliされたものですn

全｜五｜でお名（熱部IJIJ201ノ！司 l正主L ;'i\; I”1 18名）の}j々カ、

表仰されましたが， ＇.＇／：，，依H.験名ーとしては11w一人の’i·n·

であリ， iM；子／：）主J持. J也城＋｜：会とのj主1Wの他l .＇‘』

な 立昧 をn，つものと �－，え ら れて いますべ
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異動前 の 所 属 官職 異 動 内 ’合zモ・

昇 任 4 . 2 . 1 小西 照泰 助教授（教育学部） 教 授（教育学部）

II 松井 政 明 II II II II 

退 職 4 . 2 . 1 細川｜ 智司 技能補佐員（施設課機械操作手） 平成4年1月31 日限り退職した

ミJ ミ』

1:r主的奪還：言fli；：対将縄問特定；：iCj
本学の一般選抜出願の受付は， 去 る 1月22 日（水）か

ら31 日（金）ま での問実施され， 次頁の表の と おり入学
志願者数が確定しま した。

今年 度から導入した新しい入学試験の実施方式によ
り， 志願者数が どのよっに変化するか注 目 きれていま
したが， 各 日程別の志願倍率は前 期 日程が4 .9 倍， 後

期 日程6.5 倍， A 日程3.9 倍， B 日程9 .5 倍， 全 日程の

平均倍率は5.4倍で， 後期 日 程とB 日程は高倍率 と なり

ま した。
入学試験 ，

です。

合格者発表等の入試 日 程は， 次の と おり

0入学試験
A ・前期日程：2月25日（火）

後期日程： 3月14日（土）

(B日程及び理学部化学科を除〈後期日程は， 個別

学力検査を実施しない。）

0合格者発表
A ・前期日程：3月7 日（土） 13時

B •後期日程：3月20日（金） 13時

いずれも本学特設掲示場（学生部前）

。入学手続
前期日程： 3月12日（木）～13日（金）

A • B ・後期日程・私費外国人留学生：

3月26日（木）～27日（金）

いずれも黒田講堂会議室

7 
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平成4年度人文学部推薦入学の合格者発表
今 年度本学が実施した推薦 入学の締めく くりとして人文学部推薦入学の合格者15人が ， 去る2 月7 日（金 ）16時か

ら学生部前の特設掲示場に発表されま した。
主な入試状況は次のとおりです。

平成4年度人文学部推薦入学 合格者

学部 寸.>-'-4一 科 募集人員 志願者数 受験者数 欠席者数 合格者数

文二音人子E� 
人 文 学 科 35 人 35 人 。 人 7 人

10 名程度
語学文学科 41 40 1 8 

ム口、 言十 1 0 名程度 76 7 5  1 1 5  

�Q[)Q!Ja 
（省 令）

。 旅券 法施行規則の一部を改正する省令（外
務2 ) 

（規 則）
。 国家公務員の育児休業等に関する 法律（平

成3年 法律第10 9 号） 及び義務教育諸学校等
の女子教育職員及び医療施設， 社会福祉施
設等の看護婦， 保母等の育児休業に関する
法律を廃止する 法律（平成3年 法律第112

号）の施行に伴う関係人事 院規則の整備に

1.2 3 

関する人事 院規則（人事 院1 -18) 1. 17 
0職員の育児休業等（同19 - 0 ) 1. 17 

（告 示）
。 平成4年 度科学研究費補 助金 奨励研究（ B) 

による研究課題を公募する件（文部1 ) l. 4 
。 大学の名称を変更する件（同 4' 5) 1. 13 
。 短期大学の名称を変更する件（同6 ～ 8 ) 1.13 

- 9 -
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ミ』��
第7回大学院委員会 （ 1 月17日）

（審議事項）

(1) 富山大学大学院学則の一部改正について
(2) 富山大学学位規則の一部改正について
(3) その他

第11田評議会 （ 1月17日）

（審議事項）

(1) 富山大学学則の一部改正について
(2) 富山大学大学院学則の一部改正について
(3) 富山大学学位規則の一部改正について
(4) 富山大学附属図書館長候補者の選考について
(5) その他

第 3 回国際交流委員会 （ 1 月17日）
（審議事項）

(1）平成4 年 度富山大学国際交 流事業基金各種事業
募集要項（案） について

(2) その他

第10回大学教育改善検討委員会 （ 1 月2 1日）

（審議事項）

(1) 教育課程の編成について
(2) 組織 ・制度の改革について
(3) その他

第2回自己点検 ・評価に関する検討委員会 （ 1月21日）

（議 題）

(1) 自己点検・評価の基本方針について
(2) 委員会の在り方等について
(3) その他

第 1回入学試験実施委員会 （ 1 月2 1日）

（審議事項）

(1) 平成4 年 度富山大学入学者選抜学力検査実施要
項（案） について

(2) 平成4 年 度富山大学入学者選抜学力検査に伴う
構内整理細 目 （案） について

(3) 平成4 年 度富山大学入学者選抜健康 診断実施要

項（案） について

(4) 平成4 年 度富山大学入学試験関係行事 予定につ
いて

(5) 身体に障害のある志願者への受験特別措置につ
いて

第 1 田入学試験委員会 （ 1 月2 1日）
（審議事項）

(1) 平成4 年 度富山大学入学者選抜学力検査実施要

項（案） 等について

第4国学園ヱユース編集委員会 （ 1 月27日）

（審議事項）

(1) 第7 5号学園ニュー ス の編集について
(2) 平成4 年度学園ニュー ス の発行計画について
(3) 第76号学園ニュー ス の発行について

第 3 回教務委員会 （ 1月30日 ）

（審議事項）

(1)  平成4 年 度非常勤講師の任用計画について
(2) その他

第 3 回学寮補導委員会 （ 1 月30日）

（審議事項）

(1) 入寮願及び家庭調書の様式について
(2) その他

ハU噌EA
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〈 トピックス〉
一一決意も新たに成人の門出．グーー

ーミ 新成人職員に学長から記念品贈呈 ζヰ
平成4 年1月14日（火）10時30 分から学長室において ，

成人になったことを祝し ， 小黒学長から新成人職員 5
名に記念品の贈呈が行われま した。

新成人職員は， 次のとおりです。
なお ， 新成人から それぞれコメン トをいた だきま し

たので ， 併せて紹介しま す。 （写真左から）

0鍋嶋美希（庶務部庶務課）
「成人式という社会人としての旅立ちの日を迎

え ， 大変嬉し く思っていま す。 21世紀の担い手
として幅広い視野を持ち ， ベ ス トを尽 くす精神
で精進しま す。 」

0川成淳也（ 人文学部 ・ 理学部）
「がんばる！！」

0市橋 希代子（教育学部）
「成人式を迎え， 周りの方々から一 人前 だと認

められ る年 齢になりま した。 でも ， 私自身はま
だま だ半人前 だということを， 常々痛感させら

れま す。 しかし ， これを機会に自他ともに認め
られる大人になれ るよう努力していきたいです。

ど うぞよろし くお願いしま す。」

0池田 由紀子（教育学部）
「成人式を迎えた私 ですが ， 両親をはじめ周り

の方々に甘えては、かりで＼自分一 人 で何一つ で
きていま せん。 これからは自分の行動に責任を
持っていこうと思いま す。

それから ， 私は夜間主コース の学生 でもある
ので， 大学の方もしっかりとやっていきたいと

企 成人となった5名の職員（於学長室）

思いま す。
これからもよろし くお 願いしま す。 」

0安 田京子（工学部）

「去 る1 月15日に成人式を迎え ， いろいろな人
たちにお十兄いしていただきま した。 成人となっ

た喜びを感じ るとともに ， 新成人としての自覚
と社会的責任を強〈感じずにはいられま せん。

そして ， 成人となって何か変わるのだろうか
ではなし この日を新たな人生の一歩としてと

らえ ， この気持ちを胸に自分自身を磨き， これ
ま で以上に社会に貢献できるよう努力していき
たいと思いま す。」

t，A 
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3己）＠｝�
富山大学学則の一部改正

ー 富山大学学則の改正理由一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

1 国立学校設置法及び学校教育 法の一部を改正する 法律（平成3 年法律第23号）， 大学設置基準の一部を改正
する省令（平成3 年6月3 日文部省令第24号）及び学位規則の一部を改正する省令（平成3 年6月 3 日文部
省令第27号）の施行に伴い， 学士が学位に位置付けられ るとともにその種類が廃止されたこと等に伴い， 所
要事項を改める。

2 学校教育 法施行規則等の一部を改正する省令（平成3 年11月14日文部省令第45号）の施行に伴い， 文部大

臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者につい
て ， 大学入学に関し ， 高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者とされたことに伴い，
所要事項を改める。

富山大学学則の一部を改正する学則を次のとおり制定する。

平成4 年1 月17日

富山大学学則の一部を改正する学則

富山大学学ijlj （昭和5 9年3月12日制定）の一部を次
のように改正する。

第 5 条の見出し及び同条中「学生定員」 を「収容定

員」 に改める。
第25条第 4号を次のように改める。

(4) 文部大臣が高等学校の課程と同等の課程を有す
るものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了
した者

「第10章 卒業及び学士号」を「第10章 卒業及び
学位の授与」に改める。

第48条の見出し中「卒業の認定及び卒業証書の授与」

を「卒業の認定jに改める。
同条第 3 項を削る。
第49条を次のように改める。

（学位の授与）
第49条 卒業した者に ， 学士の学位を授与する。
2 学士の学位については， 別に定める。

別表第2 中「総定員」を「収容定員jに改める。
附 員lj

1 この学則は， 平成4 年1 月17日から施行する。
2 富山大学学則の一部を改正する学則（平成 元年3

富山大学長 小黒 千足

月17日制定）の一部を次のように改正する。
附則第 2 項中「総定員」を「収容定員」に改める。

3 富山大学学則の一部を改正する学則（平成 元年5
月26日制定）の一部を次のように改正する。

附則第2 項中「総定員」を「収容定員jに改める。
附則第 3項中「学生定員」を「収容定員」に改め

る。
4 富山大学学則の一部を改正する学買lj（平成2 年3

月16日制定）の一部を次のように改正する。

附則第2 項中「総定員」を「収容定員jに改める。
5 富山大学学則の一部を改正する学則（平成2 年4

月13日制定）の一部を次のように改正する。
附ijlj第2 項中「総定員」を「収容定員」に改める。
附則第 3項中「学生定員jを「収容定員Jに改め

る。
6 富山大学学則の一部を改正する学則（平成3 年3

月15日制定）の一部を次のように改正する。
附則第2 項中「総定員Jを「収容定員」に改める。

円／U
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富山大学大学院学則の一部改正

！ 守富山大学大学院学則の改正理由一一

国立学校設置法及び学校教育法の一部を改正する法律（平成3年法律第23号）， 大学院設置基準の一部を改正
する省令（平成3年6月 3 日文部省令第25号）及び学位規則の一部を改正する省令（平成3年6月 3 日文部省
令第27号）の施行に伴い， 修士の種類が廃止されたこと等に伴い， 所要事項を改める。

富山大学大学院学則の一部を改正する学則を次のとおり制定する。
平成4年1月17日

富山大学大学院学則の一部を改正する学則

富山大学大学院学ffiJ （昭和53年 4月1 日制定）の一
部を次のように改正する。

「第2章 学生定員jを「第2章 収容定員」に改
める。

第7 条の見出しを「（収容定員）」に改め， 同条中

「学生定員Jを「収容定員jに改める。
第22条を次のように改める。

（学位の授与）
第22条 修士課程を修了した者には， 修士の学位を授

与する。
2 修士の学位については， 別に定める。

第25条中第 5 号を第6 号とし， 第2 号から第 4号ま

富山大学長 小黒 千足

でを一号 ずつ繰り下げ， 第 1 号の次に次の一号を加え

る。
(2) 学校教育法第68条の2 第 3項の規定により学士

の学位を授与された者

第25条の2 中「前条第l項第 4号jを「前条第 1 項
第 5 号jに改める。

別表第 1 中「総定員」を「収容定員」に改める。
附 則

1 この学則は， 平成4年 1月17日から施行する。
2 富山大学大学院学則の一部を改正する学Qi] （平成

3年 3月30日制定）の一部を次のように改正する。
附則第2 項中「総定員Jを「収容定員」に ， 同項

の表中「総定員」を「収容定員Jに改める。

富山大学学位規則の一部改正

富山大学学位規則の改正理由一，

国立学校設置法及び学校教育法の一 部を改正する法律（平成3年 法律第23号）， 大学設置基準の一部を改正す
る省令（平成3年6月 3日文部省令第24号）， 大学院設置 基準の一部を改正する省令（平成3年6月3 日文部省
令第25号）及び学位規則の一部を改正する省令（平成3年6月 3 日文部省令第27号）並びに富山大学学則の一
部を改正する学則及び富山大学大学院学則の一部を改正する学則の施行に伴い ， 学士を学位とするとともに ，
種類についても定め ず ， 専攻分野の名称を付記すること等となったため， 所要事項を改める。

富山大学学位規則の一 部を改正する規則を次のとおり制定する。

平成4年 l月17日

富山大学学位規則の一部を改正する規則

富山大学学位規則（昭和40年 1月22日制定）の一部
を次のように改正する。

富山大学長 小黒 千足

第l条を次のように改める。

（趣 旨）
第 1 条 この規則は， 学位規則（昭和28年文部省令第

qベU噌EA
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9 号）第13条第 l項， 富山大学学則（以下 「本学学
QiJ」という。）第49条第2項及び富山大学大学院学則

（以下「本学大学院学則」という。 ）第22条第2項の
規定に基づき， 富山大学（以下「本学」という。）に
おいて授与する学位に関し必要な事項を定めるもの
とする。
第2 条の見出しを「（学 位）Jに改め， 同条第l

項中「， 修士」をに学士及び修士Jに改め， 同条第
2項を削 る。

第 3条を次のように改める。
（学位授与の要件）

第 3条 学士の学位は， 本学学則第48条第 1項の定め
るところにより， 本学を卒業した者に授与する。

2 修士の学位は， 本学大学院学則第21条第1項の定
めるところにより， 本学大学院修士課程を修了した

者に授与する。
第 3条の次に次の一条を加える。
（学位に付記する専攻分野の名称）

第 3条の2 本学において授与する学位に付記する専
攻分野の名称、は， 次のとおりとす る。

学士の学位に付記する専攻分野の名称

寸且ιー 音E 専攻分野の名称

人文学部 文 学
教育学部 教育学
経済学部 経済学
理 学 部 理 学
工 学 部 工 学

修士の学位に付記する専攻分野の名称

研 究 科 専攻分野の名称

人文科学研究科 文 学
経済学研究科 経済学
理学研究科 理 必ナ且．

工学研究科 工 学

第12条の見出し及び同条第 l項中「学位」を「修士
の学位」に改め， 同条第2項中「， 学位Jを「， 修士
の学位Jに改める。

第13条を次のように改める。
（学位名称の使用）

第13条 学位を授与された者は， 学位の名称を用いる

ときは， 富山大学と付記するものとする。

第13条の2 中人別表のとおり」を「， 別記様式第
1 号及び厚lj記様式第2号Jに改める。

報
第14条を次のように改める。

（学位授与の取消）
第1 4条 学位を授与された者に， その名誉を汚辱す る

第330号

行為があったとき， 又は不正の方法により学位の授
与を受けた事 実があると認められたときは，学長は，
学士の学位にあっては， 当該教授会の議を， 修士の
学位にあっては， 当該研究科委員会及び大学院委員
会の議を経て， 学位の授与を取り消し， 学位記を還
付させ ることができ る。

2 前項において， 当該教授会又は研究科委員会が，

議決をするには， 出席委員の4 分の 3 以上の賛成を

必要とする。
第16条を次のように改める。

（雑 則）
第16条 この規則に定めるもののほか， 学位の授与に

関し必要な事項は， 各学部長 又は各研究科長が学長
の承認を経て定めることができる。
別表を削り， 附則の次に次の2 様式を加え る。 （別

添のとおり）
附 則

この規則は， 平成4年 1月17日から施行する。
（思lj添）
別記様式第1号

（大学を卒業した場合）

人 出ゲミ 謀干Y ’本学 ヒE教 '6>; F大f山：： 年

学去（；曳;: ト
O
を参

0 
t半 山 こJ:
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と／： ’音：毛I; 1:1 

牛； 百了11 
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主会 � L℃ 氏ーそy ;/', ;}', fしニ 干品世’，＇.＂宇Y十： 

回目 ）を」，＿ ！＿..＿疋のリ二� 坐日三 名

別記様式第2号

（大学院の課程．を修了した場合）

立説主」早ぺ刷 山話
大

会F手1

の
学位幸寸をる 修料士謀喜しr 学
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富山大学において学位を授与された者の

学位名称、の使用に関する申合せ事項の制定

； 富山大学において学位を授与された者の学位名称の使用に関する申合せ事項の制定理由一

富山大学学位規則lが改正きれ ， 本学において学位を授与きれた者は， 学位の名称、を用いる際には， 「富山大
学と付記するものとする4とされたことに伴い， 制定するものである。

富山大学において学位を授与された者の学位名称、の使用に関する申合せ事項［平成4 年1 月17日 l
評議会決定j

富山大学において学位を授与された者が ， 富山大学学位規則第13条の規定に基づき ， 学位の名称を用いるときは，

次のとおり本学名を付記するものと寸る。

富山大学学士（文 学）
富山大学学士（教育学）
富山大学学土（経済学）

富山大学学土（理 学）
富山大学学士（工 学）

富山大学修士（文 学）

富山大学修士（経済学）
富山大学修士（理 学）
富山大学修士（工 学）

富山大学公開講座規則の一部改正

： 富山大学公開講座規則の改正理由一一一一一一

本学における公開講座は， 1 講座につき1 5時間以上について実施するものとされていたが ， 社会人により広
く学習の機会を提供するため， 弾力化を図り ， 講座の開 設時間数については規定しないこととするため， 所要

事 項を改める。 ま た ， 併せて字句の整備を行うものである。

富山大学公開講座規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。
平成4 年2月10日

富山大学長 小黒 千足

富山大学公開講座規則の一部を改正する規則

富山大学公開講座規則（昭和57 年11月12日制定） の
一部を次のように改正する。

第4条の見出し中「， 時間及び場所jを「及び場所J
に改める。

第4条中第2 項を削り， 第3 項を第2 JI頁とする。
第 7 条第 l 項中「返付」を「還付」に改める。
第 7 条第2 項を次のように改める。

2 講習料の額は， 国立学校における授業料その他の
費用に関する省令（昭和36年文部省令第9 号）に係
る通達に定める額とする。

附 則
この規則は， 平成4 年2月10日から施行する。

phd 
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副司・ ��
前本学厚生課長近藤幸光氏は， 平成3年12月1 6日逝去（享年55オ）されま したが ， 同氏の生前の功績に対し ， 同

日付けで正七位に叙され ， 勲五等瑞宝 章が授与されま した。

司��＠）�
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ヲ 期 間

数理経済学 ， ゲーム理論 ， 杜 4 . 1 . 30 
海外研修旅行 経済学部 助教授 長久 良一 アメリカ合衆国

会的選択理論に関する研究 4 . 9 . 18 

EhE 
－－＝ロ 報

富山大学名誉教授久保和美氏逝去

本学名誉教授久保和
美氏が， 平成4年 1月

2 9日脳梗塞のため逝去
されま した。享年6 9オ。

久保先生は， 昭和21
年 9月北海道帝国大学
理学部動物学科を卒業 ，

同年1 0月北海道帝国大
学理学部勤務 ， 同25年 4月富山大学文理学部助教授，

同45年11 月文理学部教授 ， 同52年 5月理学部教授と
なり ， 同63年 3月31日をもって停年退官されま した。

この間 ， 同氏は41年の永きにわたって生物学を担

当し ， 常に厳正な教育姿勢のなかにも終始懇篤な温
情をもって学生の教育・指導に当たり ， 多数の優秀

な る教育者・技術者・研究者の育成に貢献されま した。
ま た ， 同氏は， ヒトテの個体発生の全過程を日本

で最初に明らかにし， この研究は， 今日においても，

なお高い評価を受けておりま す。 続いて ， 当時とし
ては画期的な免疫学的手法を分類学に導入してヒト
デの類縁関係を明らかにされま した。 ま た ， 理論生
物学の分野において ， 特に複雑な生体反応の活性化
エネルギーが温度によって変化する現象を解析する
ために必要な優れた判別式を考案され ， その有用性
が世界的に高〈評価されま した。

これらの功績により 同氏には ， 昭和 63年 4月に

「富山大学名誉教授」の称号が授与されていま す。
ここに ， 同氏の御冥福を祈り ， 謹ん で哀悼の意を

表しま す。

po 
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司昌三｝［！）
海外 渡航事務の取扱いを簡 素化

近年の教育研究の国際化の進展等 と こ れに伴う 人 的
交 流の活発化に伴い， 教職員の海外渡航はま すま す増
加 してきてお り ， 富山大学に お け る海外渡航者は， 外

国出張 ， 海外研修， 私事 渡航を合わせて ， 平成 3年 1

年 間 で1 5 1 件にのぼっていま す。
渡航事 務の簡素化のため， 平成 3年12月1 1 日 付けで

文部事 務次官通知による「海外渡航事 務の取扱いにつ
いて」が発出されま して ， こ れを受けて本学において
も ， 海外渡航事 務の処理に適切に対応 でき るよう手続
き等の合理化を図るため， こ のた び ， 「富山大学海外

渡航事 務取扱要領」を制定しま した。
同要領による主な改正 点は， 次の と おり です。

(1) 外国出張については， 海外渡航の承認手続き及び
旅行命令によって処理されていたが ， 今 後は， 旅行

命令のみ で処理する こ と にした こ と 。

(2) 海外研修については， 海外研修旅行の承認手続き
を廃 止し ， 教育公務員特例法第2 0条第2項の規定に
より ， 研修を海外にお いて行うこ と について ， 学長
の承認を受け る こ と と し ， 様式等を簡素化し ， 事 務
の軽減化を図った こ と 。

(3) 私事渡航については， こ れま で ど お り事 前に学長

による渡航承認は必要 ですが ， 様式等を簡 素化し ，
事 務の軽減を図った こ と 。
こ れに伴い， 海外渡航をされ る場合は， 渡航の必要

性 ， 種類 ， 目 的 ， 本務 と の関連性 ， 渡航先 ， 渡航の期
間 ・ 日 程 ， 渡航費用及び滞在 費の出所（経費について
は， 従来 ど お り ， 外国出張にあっては， 主た る経費の

負 担者は， 国 ， 外国の政府関係機関 ， 国際機関 ， 大学
等の教育研究機関 ， 公益法人その他公共 的機関に 限 る
もの と し ， 海外研修にあっては， 経費の負 担者は， 渡
航者本人 のほ か ， 外国の政府関係機関 ， 国際機関 ， 大
学等の教育研究機関 ， 公益法人 その他公共的機関に限
るもの と し ， 特に民間 企業や地方公共団体に負 担させ
てはならないこ と 。）， 不在中の職務の補充 ， 管理運営
面 の支障の有無等について留 意され ， 海外渡航事務の

適正な運用について ， 御協力をおl傾いしま す。
なお ， 「海外渡航事務の取扱いについて（通知）」

（平成 3年12月11日 付け文 人審第1 91 号文部事 務次官通
知）及び「海外渡航事 務の取扱いについて」（平成4

年2月 4 日 学長 裁定 ） については， 各部局 の庶務係又
は総務係に， 街l 照会 ください。

��ミ』ミJ
8 ～ 1 0 日 人事 関係事項説明 聴 取

本 11 ～12 日 大学入試セ ン タ 一 試験
1 4 日 成人職員への記念 品贈呈式

l月6 日 年頭の学長 挨拶 17 日 第6 回大学院委員会
6 ～1 0 日 在来生合宿研修（於 ： 志賀 高 原） 第 1 1 回評議会

7 日 平成4年度大学入試 セ ン タ ー 試験監督者説 第 3 回 国際交 流委員会

明 会（於 ： 教養部2 番教室） 寒中水泳健康診断
8 ～ 9 日 平成 3年 度服務制度等 説 明会（於 ： 金沢広 18 日 寒中水泳大会

坂合同庁舎） 2 0日 会計係長会議

- 17 一
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2 1日 第1 0 回 大学教育改善検討委員会
第2 回 自 己点検・ 評価に関する検討委員会
人事 院任用監査

第 1 回入学試験実施委 員 会
第 l 回入学試験委員会

2 1 ～30日 平成3年度国立学校事務電算化基幹要員研
修会 B （第2 回）（於 ： 筑波大学山中共同
研修所）

22 ～31日 一般選抜入学願書受付

24日 国立大学協会第 l 常置委員会
27日 第 4 回学園 ニ ュ ー ス 編集委員会

27 ～31日 第33 田中部地 区 J S T  （ 基本 コ ー ス ）指導

者養成研修（於 ： 名古屋合同庁舎第2号館）
黒 田 講堂 施設設備担当者等講習会

28日 第6 回公開講座委員会
29日 富山大学公開 講演会「南極と私」（於 ： 黒

田講堂）
30日 第 3 回 教務委員会

第 3 回 学寮補導委員会
31日 入試担 当係長会議

人 文 学 部

1 月6 日 授業開 始
7 ～ 17日 大学院 人文科学研究科入学願書受付

8 日 学部教務委員会
教授会
教授会（ 人事）
人文科学研究科委員会

13日 係 長会議
人文科学研究科委員会

22日 推 薦入学学力検査
学部将 来計画委員会
真率会総会（於 ： 富山第一 ホ テル）

29日 教授会
教授会（人事 ）

30日 係 長会議

教 育 学 部

1月6 日 授業再開
8 日 教授会

- 18 ー

報
人事 教授会
附属中学校第 3 学期始業式
附属養護学校第 3 学期始業式

10日 附属小学校第 3 学期始業式

1 1日 附属幼 稚 園 第 3 学期始業式
14日 教育実習委員会

16日 紀要編集委員会

第330号

16 ～22日 附属 小学校 ・ 附属中学校入学願書の受付
17日 拡 大学部将来 計画委員会

29 日 大学院設置準備委員会
31日 附属小学校発育検査

l月7 日 授業再開

22日 学部教務委員会
大学院経済学研究科委員会小委員会
教授会
大学院経 済学研究科委 員 会

29日 学部入学方法検討委 員 会

学部教育改善検討委員会

理 A号L色」 部

l月13日 授業開 始
係長会議

16 ～22日 大学院理学研究科入学願 書受付（2 次）
20日 大学院構想懇談会
22日 教授会

人事 教授会
理学研究科委 員 会
真率会総会（於 ： 富 山 第一 ホ テル）

30日 係長会議
31日 学科主任会議

教育改革 問題等懇談会

工 品千.... 

1月6 日 温交会新年祝賀 交歓会
7 日 係長連絡会
8 日 学部運営委員会
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大学入試セ ン タ 一 試験実施説明 会
1 1 ～ 12日 大学入試セ ン タ 一 試験

1 4日 博士課程設置準備委員会
17日 学部教育用端 末利 用委員会
27日 拡大教務委 員会
29日 教授会

工学研究科委員 会
専任教授会

30日 学部運営会
学部教育改善組織検討委員会

教 養 部

1月7 日 授業開始
8 日 将 来 計画委員会

教官配置検討委員会
13日 将 来 計画委員会
16日 将 来計画委員会
2 0日 補導委 員 会
21日 教務委 員 会
22 B 教授会
23日 教養部長候補者選挙管理委員会
27日 将 来計画委員会
28日 将 来計画委員会
29日 予算委員会

教授会

附 属 図 書 館

1月21日 北陸地区 国立大学附属図書館会計担 当者会
議（於 ： 福井医科大学附属図書館 ）

22日 係長連絡会
24日 第2 回 附属図書館 自 己 点検 ・ 評価検討委員

b.、Z三

28日 I L L シ ス テム全国説 明 会（於 ： 名古 屋大

学附属図書館）

地域共同研究 セ ン タ ー

1 月 24 日 技術フ ォ ー ラ ム 「 技術開発の方法 を 探 る j

ハ同d－E4 
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平成 4 年
春季全国 火災予防運動

〈 統一標語 〉 「 毎 日 が 火の元警報 発令 中 」

〈 実施期間〉 平成 4 年 3 月 1 日 （ 日 ） ～ 3 月 7 日 （ 土）

〈 火の用 心〉 7 つの ポ イ ン ト

1 .  寝 た ば こ や た ば こ の 投 げ捨 て を し な い 。

2 .  子供 に は ， マ ッ チ や ラ イ タ ー で遊ばせ な い 。

3 .  風の 強 い と き は ， た き 火 を し な い 。

4 .  天 ぷ ら を 揚 げ る と き は ， そ の場 を は な れ な い 。

5 .  家の ま わ り に 燃 え や す い も の を 置 か な い 。

6 .  ふ ろ の 空 だ き を し な い 。

7 .  ス ト ー ブに は ， 燃 え や す い も の は 近づ、け な い 。

編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課

富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社

富 山 市住吉町 1 丁 目 5-18

電 話 （24) 1 7 5 5 附


